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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第47期
第１四半期
連結累計期間

第46期

会計期間
自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 3,328,372 11,377,017

経常利益 (千円) 8,251 331,634

当期純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) △275 193,979

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 30,727 257,550

純資産額 (千円) 1,895,928 1,913,560

総資産額 (千円) 7,495,083 7,675,300

１株当たり当期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △0.04 29.06

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 25.3 24.9

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第46期第３四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前第１四半期連結累計期

間については記載しておりません。

４．第46期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

５．第47期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であ

り、また潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

また、前第３四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、業績数値の前年同四半期

との比較は行っておりません。

　

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政権交代後の経済政策への期待感から円高の是正や

株価回復の動きもあり、景況感は徐々に明るい兆しが見られるものの、デフレの改善や個人所得の増加と

いった実体経済への波及には至っておらず、一方、欧州の債務問題や中国の経済停滞等の懸念材料もあり、

依然景気の先行きは不透明な状況であると思われます。

当社グループを取り巻く環境は、原油高騰や円安の進行による為替変動の影響を受けて原材料や商品の

仕入価格の上昇懸念が一層強まり、厳しい事業環境となりました。

このような中、当社は平成24年10月に株式会社ＣＳ及び株式会社クルーを子会社化し、商品企画開発力及

び調達力の強化を図り、３社の顧客基盤を共有化することで新たなチャネルの創造、人材や設備さらにはノ

ウハウの活用等、グループとしての収益力の向上と強固な事業基盤の再構築を進めてまいりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は3,328百万円となりました。利益面につきましては、営業

損失は15百万円、デリバティブ評価益があったことから経常利益は８百万円、四半期純損失は０百万円とな

りました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

　

（パッケージ事業）  

当セグメントにおきましては、原材料価格の上昇など厳しい状況が続く中、セット販売や課題解決支援型

営業等の複合販売に注力し、高付加価値サービスの提供に努めてまいりました。その結果、売上高は2,162百

万円、セグメント利益（営業利益）は112百万円となりました。
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（メディアネットワーク事業） 

当セグメントにおきましては、ＤＭ開封率のアップ、煩わしさの低減等のきめ細やかな提案や一気通貫

サービスの提供を進めてまいりました。その結果、売上高は673百万円、セグメント利益（営業利益）は６百

万円となりました。

　

（日用雑貨品事業） 

当セグメントにおきましては、海外協力メーカーとの強いパイプによる原価逓減や調達ルート作りを進

めてまいりました。その結果、売上高は549百万円、セグメント損失（営業損失）は19百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は7,495百万円となり、前連結会計年度末に比べ180百万円減少し

ました。これは主に固定資産等が増加したものの、現金及び預金等の減少によるものであります。

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は5,599百万円となり、前連結会計年度末に比べ162百万円減少

しました。これは主に短期借入金等が増加したものの、支払手形及び買掛金、長期借入金等の減少によるも

のであります。

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は1,895百万円となり、前連結会計年度末に比べ17百

万円減少しました。これは主に配当金の支払い等による利益剰余金の減少等よるものであります。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,850,000 6,850,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（グロース）

単元株式数は100株

計 6,850,000 6,850,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

― 6,850,000 ― 229,400 ― 146,800
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

(平成25年６月30日現在)

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式    402,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式 　

6,447,600
64,476 ―

単元未満株式
普通株式

400
― ―

発行済株式総数 6,850,000 ― ―

総株主の議決権 ― 64,476 ―

　

② 【自己株式等】

(平成25年６月30日現在)

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ショーエイ
コーポレーション

大阪市中央区備後町
二丁目１番１号

402,000― 402,000 5.86

計 ― 402,000― 402,000 5.86

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

当社は、前第３四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、四半期連結損益計算書

及び四半期連結包括利益計算書に係る比較情報は記載しておりません。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 530,780 331,503

受取手形及び売掛金 ※２
 2,552,865

※２
 2,533,864

商品及び製品 867,216 896,424

仕掛品 100,597 98,303

原材料 29,080 22,759

その他 730,450 683,632

貸倒引当金 △18,398 △14,335

流動資産合計 4,792,592 4,552,151

固定資産

有形固定資産

土地 1,222,638 1,222,638

その他（純額） 615,597 643,039

有形固定資産合計 1,838,235 1,865,677

無形固定資産

のれん 233,243 220,285

その他 31,819 28,000

無形固定資産合計 265,063 248,286

投資その他の資産

その他 845,164 896,980

貸倒引当金 △67,091 △69,245

投資その他の資産合計 778,073 827,735

固定資産合計 2,881,372 2,941,698

繰延資産 1,336 1,232

資産合計 7,675,300 7,495,083

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２
 1,619,492

※２
 1,516,243

短期借入金 815,000 947,500

1年内償還予定の社債 144,720 144,720

1年内返済予定の長期借入金 520,388 517,588

未払法人税等 38,506 4,983

未払消費税等 55,392 15,321

賞与引当金 77,803 43,415

その他 254,722 321,041

流動負債合計 3,526,026 3,510,813
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

固定負債

社債 382,040 349,080

長期借入金 1,465,976 1,344,408

退職給付引当金 53,134 55,048

役員退職慰労引当金 145,946 －

長期未払金 － 146,052

その他 188,616 193,753

固定負債合計 2,235,713 2,088,341

負債合計 5,761,739 5,599,154

純資産の部

株主資本

資本金 229,400 229,400

資本剰余金 146,800 146,800

利益剰余金 1,554,095 1,505,459

自己株式 △71,556 △71,556

株主資本合計 1,858,739 1,810,103

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 54,439 85,789

繰延ヘッジ損益 382 34

その他の包括利益累計額合計 54,821 85,824

純資産合計 1,913,560 1,895,928

負債純資産合計 7,675,300 7,495,083
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 3,328,372

売上原価 2,767,957

売上総利益 560,415

販売費及び一般管理費 576,258

営業損失（△） △15,842

営業外収益

受取利息 187

受取配当金 1,636

デリバティブ評価益 34,028

その他 2,254

営業外収益合計 38,106

営業外費用

支払利息 9,617

その他 4,394

営業外費用合計 14,011

経常利益 8,251

税金等調整前四半期純利益 8,251

法人税、住民税及び事業税 3,554

法人税等調整額 4,972

法人税等合計 8,527

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △275

四半期純損失（△） △275
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △275

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 31,350

繰延ヘッジ損益 △347

その他の包括利益合計 31,003

四半期包括利益 30,727

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 30,727

少数株主に係る四半期包括利益 －
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　
(追加情報)

（役員退職慰労引当金）

平成25年６月26日開催の定時株主総会において役員退職慰労金制度廃止に伴う打切り支給を決議しま

した。これに伴い、「役員退職慰労引当金」の全額を取り崩し、固定負債の「長期未払金」に計上してお

ります。

　
(四半期連結貸借対照表関係)

  １  受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形割引高 215,230千円 75,074千円

受取手形裏書譲渡高 947千円 398千円

　
※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしておりま

す。なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 4,437千円 15,102千円

支払手形 104,617千円 89,456千円

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びの

れん償却額は、次のとおりであります。

　

　
当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 23,278千円

のれん償却額 12,957千円

　
(株主資本等関係)

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 48,360 7.50平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

合計
パッケージ事業

メディアネット
ワーク事業

日用雑貨品事業

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,114,405673,511 540,4563,328,372

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

47,883 ― 9,386 57,270

計 2,162,289673,511 549,8423,385,643

セグメント利益又は損失(△) 112,561 6,797 △19,166 100,191

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 100,191

セグメント間取引消去 777

全社費用 △116,812

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △15,842

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

    １株当たり四半期純損失金額(△) △０円04銭

    (算定上の基礎) 　

    四半期純損失金額(△)(千円) △275

    普通株主に帰属しない金額(千円) ―

    普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △275

    普通株式の期中平均株式数(株) 6,448,000

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在

しないため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月９日

株式会社ショーエイコーポレーション

取締役会  御中

　
新日本有限責任監査法人

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐   藤   陽   子       印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    遠   藤   尚   秀       印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ショーエイコーポレーションの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半

期連結会計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月

１日から平成25年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損

益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ショーエイコーポレーション及び連

結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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